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※感触遊びは、新聞紙で遊びます。今回、スモックは必要ありません。 

月 火 水 木 金 土 

2 

屋外・手指 

3 

感触・豆まき 

4 

運動 

認知課題 

5 

音楽・絵画 

6 

屋外・手指 

7 

感触 

9 

感触・ルール 

 

 

10 

運動 

認知課題 

 

 

 

11 

休み 

(建国記念の日) 

12 

 屋外・手指 

  

   

 

               

13 

感触・ルール 

 

 

 

14 

休み 

 

 

16 

運動 

お誕生会 

 

 

 

(避難訓練) 

17 

音楽・絵画 

 

 

18 

屋外・手指 

19 

感触・ルール 

20 

運動 

認知課題 

 

 

 

21 

運動  

 

23 

休み 

(天皇誕生日) 

24 

手指 

 

 

 

(早降園日) 

25 

感触・ルール 

26 

運動 

認知課題 

 

 

 

27 

音楽・絵画 

 

 

 

28 

休み 

２月トリアだより 

 

2 月の活動 

スモック 帽子 

帽子 

帽子 スモック 

帽子 

※専門職の来所予定日 

公認心理師（松本）： 7日(土)、24 日(火) 

言語聴覚士（永山）： 3日(火)、6 日(金)、12 日(木)、16 日(月)、19 日(木)、２7日(金) 

理学療法士（樋口）： 9日(月)、17 日(火)、28 日(土) 

作業療法士（大平）： 2日(月)、１3日(金)、20 日(金)、26 日(木) 



※当日のキャンセル連絡は、8時 45 分までに連絡をお願い致します。8時 45 分以降の連絡になりますと昼食代（330 円）が発生

します。 

・降園時の引き継ぎを 13 時 30 分頃より開始しています。13 時 45 分までに来所されない場合は、ご連絡させて頂きます。 

・活動時間確保の為、9時 50 分～10 時 15 分までにご登園下さい。給食準備の為、10 時 15 分までに登園されない際は、ご連絡

させていただきます。 

・下着（パンツ）の貸し出しがあった際は、未使用の物を返却して頂きますよう、よろしくお願い致します。 

・トイレトレーニングを行っている方は、トレーニングセット（パンツ、ズボン、Ｔシャツ、肌着、ビニール袋）を袋にまとめ

て準備をしていただきますよう、お願い致します。着替えた衣類を入れる袋を、必ず持たせて下さい。（スーパーのビニール袋

等で構いません。） 

 

～これまでの歩み、そしてこれから～ 
児童発達支援センタ―希路保護者 竹下 香奈 

 息子が希路に通い始めたのは、3歳になってすぐのことでした。まだ幼い息子が、家でも保育園でもない

場所に一人で通うことに、親として心配と不安、そして申し訳ない気持ちでいっぱいでした。しかし、そん

な親の思いをよそに、息子はすぐに希路を自分の居場所にしてくれました。 

 はじめの頃、保育園での送迎の様子を隠れて見ていたことが何度もあります。先生に手を引かれ、嬉しそ

うに車に乗り込む姿を今でも鮮明に覚えています。希路がお休みの日でさえ「行きたい」と鞄を離さず、保

育園に着いてから息子にバレないよう慌てて鞄を持ち帰ることもあったほどです。息子にとって、それほど

までに大好きな場所を作ってくださった先生方には、感謝の言葉しかありません。希路は私たち親子にとっ

て、なくてはならない場所です。 

 あんなに小さかった息子も、春から特別支援学校の 1年生です。漠然としていた就学についても、先生方

に話を聞いていただく中で前向きに見据えることができ、今では不安よりも楽しみな気持ちの方が大きいで

す。 

 今もまだお喋りはできない息子ですが、心の声をしっかりと聞き、息子が息子らしく笑顔で過ごせるよ

う、親として見守り支えていきたいと思います。 

これからも、私たち親子をどうぞよろしくお願いいたします。 

～あっという間の十年間～ 
放課後等デイサービスピッコロ保護者 田中 美紀 

娘は、現在高校１年生です。幼稚園の頃のセルクから始まり、現在のピッコロまで、もうかれこれ１

０年はお世話になっています。３歳児健診で療育を勧められたのをきっかけに、セルクの見学や待機を

経て、通所を始めました。その後、ありがたいことにタイミング良く、中高生の受け入れが始まり、長

い間お世話になり続けています。 

これまでの１０年間、小学校はもちろん、特に中学校では本当に様々な大変なことがありました。体

調面でも小学１年生の時から片頭痛や他の不調があった時でも、ピッコロには行きたいと楽しみにして

いました。先生方に話を聞いてもらうことや、ピッコロの友だちと過ごす時間が娘にとって「心の拠り

所」になっていると感じました。また、成長と共に、通い始めた頃の心配や課題が良い方向へ向かった

と思っても、新たな課題が持ち上がることがあります。そのような時も先生方のご指導のおかげで、娘

の気付きや成長がみられ、とても嬉しく思います。それから、お迎えの時の先生とのお話では、アドバ

イスを頂くこともありますが、親の私より娘のことを理解してくださっているように感じることもあ

り、こっそり驚いたり、感激したりしています。高校生になって、今までとは大きく環境が変わりまし

たが、「今までの娘は何だったの？」というくらい頑張っています。大変なこともあると思いますが、

「青春を謳歌しているなぁ」と嬉しく思います。でも、根っこのところは変わらないので、高校卒業ま

でピッコロで楽しく学び、成長していけたらと思います。これからもよろしくお願いいたします。 

 


